
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2022年1月19日

派遣決定番号 145K

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 正垣　仁美

担当者部署 連絡先電話番号 087-811-6222

担当者役職 主事 担当者氏名 谷岡　志帆 連絡先E-mail

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2022年1月19日 13時30分 15時00分 0 90

３－２． 会場名 最寄駅 　

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 徒歩

派遣形態 講演（実地）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

40 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

教育局

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（２日目）

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

高松市生涯学習センター

760-0040　香川県高松市片原町11-1

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

和崎　宏

よい

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

研修会開催に至るまでの準備も、先生のフレンドリーな人柄とこれまでの豊富な経験の御指導により、スムーズに進めること
ができました。新型コロナウイルス感染拡大の時期で開催できるか不安もありましたが、無事に対面での研修会を開催でき、
満足しています。研修会当日も、参加者のアンケートにもある通り、「DX時代と聞いたときは、とても難しそうに思えたが、
親しみやすい話し方とお人柄で、DXとはこういうことなのかと理解できました。」という感想もいただき、参加者の満足度も
高かったようです。

アドバイザー
への要望事項

研修会の時間が１時間半ということもあってか、予定していたワークショップが駆け足になったり、途中でマイクを使わずに
お話しされたことで、後ろの席まで声が届かず、なかなか指示や目的が共有されていない場面もありました。今後、このよう
な研修会を行う場合は、タイムキーパーの役割や環境整備に努めたいと思います。

高松市生涯学習センター

人数

コミュニティセンター職員（主にセンター長、主任）

コミュニティセンターのオンライン化や、SNSの活用による利用者の増加、講座についての事務連絡
の簡易化を進めていきたいと考えているが、実際は、環境が整っていなかったり、コミュニティセン
ターごとに進捗状況が異なっており、高松市として一体的に進んでいないのが現状である。

コミュニティセンターのオンライン化（環境整備も含む）や、SNSの活用による利用者の増加、講座
についての事務連絡の簡易化を目指したいと思います。

実際にSNSを活用して情報発信を活発に行っている団体の話や、SNSを使うにあたってのテクニッ
クを教えていただくとともに、ワークショップでは６～７人グループを作り、その中でそれぞれのコ
ミセンがSNSに関して「できるようになったこと」、「これからしたいこと」を付箋に書き出して共
有しました。すると、Aコミセンがこれからしていきたいことを、すでにBコミセンではスタートし
ていることもあり、コミセン同士で助け合うことで問題解決が可能だということを参加者は実感でき
たと思います。

これまでどのコミュニティセンターがどんなふうにSNSを活用しているのか見えていなかったが、今
回のグループワークを通して、各コミュニティセンターの「得意」がわかり、「このことで困った
ら、Aコミセンに聞いてみよう！」というつながりができました。また、SNSをする際は、しっかり
と【人格】を持たせることでフェイスブックやインスタグラムをより魅力あるものにできる、という
話も聞かせていただき、早速それを取り入れて投稿してみたというコミュニティセンターの声もあり
ました。

○掲載可

香川県高松市片原町11-1



具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない

市内の各コミュニティセンターがそれぞれの色を出しながらSNSを運営し、より魅力ある情報発信を
目指したい。

SNS活用はこれから、各コミュニティセンターで進めていく必要がありますが、良いヒントや助け合
える関係づくりはできたと思います。

SNSを快適にしていくための環境整備については、予算もかかることなので今回すぐに解決すること
はできませんでしたが、講座後に和崎先生からフリーWi-Fiの利用も検討してはどうかといったよう
なアドバイスもいただいたので、すぐにコミュニティセンターに共有したいと思います。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

別途添付しております。

最も当てはまるものリストより選択下さい ⑤その他


